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1.1 本研究の背景

背景
観光するユーザは，様々な要求を持っており，それらを満たすこと
は困難である．そのために開発された探索アルゴリズムは選択肢が
多岐にわたるため，現実的な時間で最適解を求めることができない．

目的
本研究では，天気を考慮した観光スケジュール群の探索アルゴリズ
ムに遺伝的アルゴリズムを適用することによって，現実的な計算時
間で準最適解を求める．
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2.1 既存研究

既存研究
事前に入手した天気予報情報に基づき，天気に応じて分岐する目的
地の列からなるスケジュール木の木構造を求めている．また，ある
天気における観光スポットの重要度とその時の巡回確率を設定し，
スケジュールごとの満足度の期待値を計算している．
データベースには道路地図および目的地のデータ，天気予報データ
が保持されている．
ユーザ側の入力として，滞在日数や出発・帰着時間，観光スポット
の重要度，観光スポットにおける時間制約を与える．

既存研究のアルゴリズム
1 欲張り法
2 帰着スケジュール生成
3 局所探索法
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2.2 アルゴリズム

欲張り法
入力に欲張り法を適用し，初期のスケジュール木を生成する．帰着
時刻を考慮せず，完全木を生成する．スケジュール木の各ノードか
らの天気の分岐先のノードそれぞれに対し，最も満足度が高いと予
測される目的地を割り当てる．

帰着スケジュール生成
欲張り法で生成されたスケジュール木から，帰着時刻までに帰着地
点に帰るスケジュール木を生成する．

局所探索法
帰着スケジュールを考慮したスケジュール木に局所探索を適用し改
善する．
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3.1 遺伝的アルゴリズム

遺伝的アルゴリズム
1 初期個体の生成
2 各個体の期待値の計算
3 エリート個体の情報を e個分保存
4 交叉
5 突然変異
6 生成された各個体の期待値の計算
7 手順 2に戻る

手順 2では既存研究と同じ計算式を用いる．
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3.2 期待値の計算

期待値を求める式は以下のように与えられる．

Ls はスケジュール木 Ts の葉ノードの集合である．
pro(i)はスケジュール木 Ts におけるノード iへの到達確率を返す
関数．

satt(j)はスケジュール木 Ts において根ノード rootから葉ノード j
に到達するスケジュール Sj の満足度を与える関数．
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3.2 期待値の計算

dep(i)はノード iの出発時間を返す関数

desp(Sj)は，スケジュール Sj において制約条件を満たす目的地に
おける重要度の合計値を返す関数
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3.2 期待値の計算

tima(i)はノード dist(d′i, d
′
par(i))/speedスケジュール Ts において

ノード iの目的地に到着する時間を返す関数

disp(Sj)は，スケジュール Sj の経路長さによるペナルティ値（負
の値）を返す関数

timp(Sj)は，スケジュール Sj において帰着時間を超過した時のペ
ナルティ値（負の値）を返す関数
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4.1 実験

実験方法
実験では，目的地 6地点から 4地点を巡回する．ただし，各個体の
遺伝子長は 6とする．巡回しない地点も個体情報に加えることに
よって，世代交代の際に，巡回路となる可能性を残す．
生成する個体数は 20，エリート選択は 2個体分の情報を保持，手順
を 10回繰り返すとする．
この実験では遺伝子長が 6と短いため，突然変異が及ぼす影響が非
常に大きいものとなる可能性が高い．よって，突然変異は適用しな
いものとする．
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4.1 実験
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実験結果

期待値が 50以下の個体の数が，第 1世代のほうが第 10世代より多
いことが分かる．
表 4より，第 2世代以降，期待値は変化していないが，期待値をも
つ個体の数が変化していることが分かる．
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まとめ

まとめ
天気を考慮した観光スケジュール群の探索アルゴリズムへ遺伝的ア
ルゴリズムを適用した．
期待値を用いて遺伝的アルゴリズムを実行することにより，より優
良な個体情報を取得することができることが確認された．また，エ
リート個体を残しているため，優良個体の情報を失われることが
ない．
交叉させる親をランダムに選んでいるため，多様性が保たれている．

課題
より多くの目的地に対する実験が必要である．
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